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細菌感染  Ba止OnellaalsatjGaは野生ウサギに菌血症を引き起こす  

が、フランスで74歳の心内膜炎の男性患者から本菌が初  
めて同定された。この患者は3週間の発熱で入院し、弛張  
熟、】専血性の咳、心雑音、脾腫、下肢水腫などを呈し、大  
動脈癖と大動脈弁輸同園の膿瘍を有した。患者はウサギ  
の飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また  
大動脈弁切片のPCRにより同定された。  

2004年12月に呼吸匝難、意識障害で入院した9ケ月の男  
児の便からE型ポッリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性  
Clostridiumbutyricumが検出され、本菌による乳児ポッリ  
ヌス症と診断された。感染源検査の結果、患者自宅の風  
呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で初  
めてのC，butyricumによる乳児ポッリヌス症と考えられる。  

J Clin Microbiol 

2006：44：278－279  

ボツリヌス中毒  
IASR2006：27：46－ 48  

28日から2006年2月12日の間、フランス領レユ  
ウイルス感染  

WHO2006年2月り  

日  
http：／／www．who．int  

／csr／don／2006＿02＿  

17a／en／index．html  

ニオンで1722例のテクンケンヤが報告された。数字的モデ  
ルからの推計では2005年3月以降、11万人がチクンケンヤ  
ウイルスに感染した可能性がある。南西インド洋の他の園  
でも報告があった。チクンケンヤは死に至ることは希であ  
るが、WHOは調査団を派遣する計画である。  

はWelshNationaJPublicHealthServiceらと共  伊藤ライ  
フサイエ  

ンス株式  
会社  

有‥  
E型肝炎  

〈リンナトリウム  中華人民共  
和国  

有効成分   

CDRWeekly2005； 15（45）  同で．HEV流行地域への旅行に無関係なHEV感染患者の  
地域的．臨床的．分子疫学的特徴に関する研究を行った。  
1996年から2003年の聞にE型肝炎と血清学的に診断され  
た186例中、外国旅行に関係していない感染者は17例で、  
全て英国のブタのHEV株、遺伝子型3型に感染していた。  
本所見からE型肝炎はイングランドおよぴウェールズに固  
有の型であることが示唆された。  

のうち11月中に8地区、12月  トリインフルエ ンザ  ProMed20051224－ 0094  に1地区の家禽で烏インフルエンザの流行が続いている。  
2005年に中国では21の流行があり、144624羽の鳥が死  
亡し、2110万羽が処分された。WHOによるとヒトヘの感染  
は5例あり、2例が死亡した。   
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ProMed20060108－ 0060  亡した。肉不足のため、行政がこれを止めることは実質的  
に不可能である。汚染ブタは高熱と下痢で、数時間で死亡  
した。原医‖ま不明である。  

E型肝炎  トロンビン  入鹿嘉  自首  有効成分  2004年イギリス全土の血液センターにより34件の輸血伝播  
感染症（m）の疑い例が報告され、1例のみが輸血による  
E型肝炎であると確定された。  

日本製薬  
株式会社  

トロンビン  CDR Weekly 
2005：15（30）  

ウエストナイル  

ウイルス  
2003年と2004年のアメリカ赤十字のウエストナイルウイル  NEnglJMed2005：  

353：451－459  ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  
ン検査で540例のドナーがWNVRNAに陽性で、そのうち  
362例がIgM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。  

ウエストナイル  

ウイルス  
月から、ウエストナ  NEngりMed2005：  

353：4¢0－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  
について核酸増幅拭儀を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、877，603供血が同検査を受け、183例が陽性  
で、検出率は0．027，iであった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち敢例は抗体桂性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

カナダ血液サービスは．vCJDに関連したドナー規制（英仏 滞在累計）および刺青．ピアス．鍼または電気分解治療を  変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

Canadian Blood  
ServiGe  
http：／／www．bIoodse  

Ⅳices．ca／CentreAp  

PS／lnternet／UW＿V5  

02＿MainEngine．nsf／  

web／  

行った人．性的背景が不明なパートナーと性的接触を持っ  
た人針で受傷したことのある人でのドナー不適格期間の  
短縮を決定した。   
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PrPscをPrPcで増帽するPMCA（proteinmisfoldingcycLic  
amplification）法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が6600借  
上昇、2国連続で繰り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染′ヽムスターの血液中PrPsc検出に成  
功した。血液中でPrPscが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵襲的方法の開発が見  
込まれる。  

NatMed2005：11  

982－985  

変異型クロイツ  
英国保健省Press  

ブ  

2005年11月17日  

http：／／www．dh．gov．  

uk／PublicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

CDRWeekly2006；  
16（4）川∨／STk  

Reports  

リスクを低減させる  

ため、通知活動の次なる段騰が開始される。輸血を受けた  
約50例が追跡調査され、潜在的なvCJD暴需を通知され  
る。これはvCJDキャリアからの血液を輸血され、VCJDを  
発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  
る。  

フェルト・ヤコ  
病  

（2005年  

12月末までのデータ）。HlV診断総劇は増加を凱ナており、  
2005年鹿は7．700例を越えると予想される。2004年から  
2005年のHIV診断数個加の大部分は男性と性交渉を持つ  
男性が占める。現在のところ2005年の新規のA】DS診断数  
は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英  
国での累計は川∨診断動76．850例、AIDS診断数21．898例  
となった。  

2004年イギリス全土の血液センターにより34件の輸血伝播  
感染症（m）の疑い例が報告され、1例のみが輸血による  
E型肝炎であると確定された。  

E型肝炎  
有効成分  日本製薬  

株式会社  

人血清アルブミン（20％）①、②、⑥  

人血清ア  
ルブミン  

入鹿痛  ①③⑤日本  
②④現在製  
造していな  
い⑥⑦未  
発売   

CDR Weekly 
2005：15（30）  加熱人血発たん白③、④  

人血清アルブミン（25％）⑤  

人血清アルブミン（5％）⑦  

2003年と2004年のアメリカ赤十字のウエストナイルウイル  
ウエストナイル  

ウイルス   
NEnglJMed2005：  
353：451－459  ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  

ン検査で540例のドナーがWNVRNAに陽性で、そのうち  

362例がIgM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。   
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ウエストナイル  
ウイルス  

NEnglJMed2005；  
353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  

について核酸増幅試験を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、677．603供血が同検査を受け、183例が陽性  
で、検出率は0．027％であった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

カナダ血液サービスは．vCJDに関連したドナー規制（英仏  Canadian Blood  
Service  
http：／／www．bl00dse  

Ⅳices．ca／CentreAp  

PS／Znternet／UW＿V5  

02＿MainEngine，nSf／  

web／  

滞在累計）および刺青．ピアス．鍼または電気分解治療を  
行った人．性的背景が不明なパートナーと性的接触を持っ  
た人．針で受傷したことのある人でのドナー不適格期間の  
短縮を決定した。  

フェルト・ヤコブ  
変異型クロイツ  病  

PrPscをPrPcで増幅するPMCA（proteinmisfoIdingcyclic  
ampli鮎ation）法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が6600借  
上昇、2回連綿で繰り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、什Pscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPsc検出に成  
功した。血液中で打Pscが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵襲的方法の開発が見  
込まれる。  

NatMed2005：11  
982－985  

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

英国保健省Press  

Release2005／0404  
2005年11月17日  
http：／／www．dh．gov．  

uk／PubIicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

英国で外科手術を介したvCJD伝播のリスクを低減させる  

ため、通知活動の次なる段階が開始される。輸血を受けた  
約50例が追跡調査され、潜在的なvCJD暴寓を通知され  
る。これはvCJDキャリアからの血液を輸血され、VCJDを  
発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  
る。   
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生物由来  原材料名  
けるHlVおよびA】DSの四  

CDRWeekly2006；  
16（4）HlV／S¶s  

Reports  
12月末までのデータ）。H】V診断総劇は増加を続けており、  
2005年度は7．700例を越えると予想される。2004年から  
2005年のHlV診断数増加の大部分は男性と性交渉を持つ  
男性が占める。現在のところ2005年の新規のA】DS診断数  
は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英  
国での累計はHIV診断数76，850例、AIDS診断数21．898例  
となった。  

日本製薬  
株式会社  

エチレングリコール処理人  乾燥ポリ  
エチレン  
グリコー  
ル処理人  
免疫グロ  
ブリンG  

ス全土の血液センターにより34件の輸血伝播  ん訂鹿  E型肝炎  
G）日本（②  

現在製造し  
ていない）  

有効成分  CDR Weekly 
2005：15（30）  免疫グロブリン①、（診  感染症（m）の疑い例が報告され、1例のみが輸血による  

E型肝炎であると確定された。  

2003年と2004年のアメリカ赤十字のウエストナイルウイル  
ウエストナイル  

ウイルス  
NEnglJMed2005；  
353：451－459  ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  

ン検査で540例のドナーがWNVRNAに暢性で、そのうち  
362例がIgM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、儒性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。  

米国の血液システム研究所は2003年7月から、ウエストナ  
ウエストナイル  

ウイルス  
NEnglJMed2005；  
353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  

について核酸増幅試演を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、677，603供血が同検査を受け、柑3例が惰性  
で、検出率は0．02乃であった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23月88供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。   

95／118ページ  



生物由来  原材料名  

Canadian8lood  
ブ  

http：／／www．bl00dse  

Ⅳices．ca／CentreAp  

PS／）nternet／UW＿V5  

02＿MainEngine．nsf／  

web／  

フェルトヤコ 病  
滞在累計）および刺青．ピアス．鍼または電気分解治療を  
行った人性的背景が不明なパートナーと性的授触を持っ  
た人．針で受信したことのある人でのドナー不適格期間の  
短縮を決定した。  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

PrPscをPrPcで増幅するPMCA（proteinmisfoldingcyclic  
amp価cation）法を自動化し、PrPsGの増l幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が＄600借  
上昇、2回連続で鱒り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染ハムスターの血液中打Psc検出に成  
功した。血液中でP押scが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵袈的方法の開発が見  
込まれる。  

NatMed2005；11  
982－985  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ 病  

英国保健省Pre＄S  
Release2005／0404  
2005年11月17日  

http：／／www．dh．gov，  

uk／PublicationsAnd  
Statistics／PressRel  
eases／  

英国で外科手術を介したvCJD伝播のl）スクを低減させる  

ため、通知活動の次なる段階が開始される。輸血を受けた  
約50例が追跡調査され、潜在的なvCJD暴露を通知され  
る。これはvCJDキャリアからの血液を輸血され、VCJDを  
発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  

る。  

英国におけるH】∨およぴAIDSの四半期最新情報（2005年  

12月末までのデータ）。HlV診断総数は増加を続けており、  
2005年度は7．700例を越えると予想される。2004年から  
2005年のHlV診断数増加の大部分は男性と性交渉を持つ  
男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断数  
は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英  
国での累計はHlV診断勤76，850例、AIDS診断数21．898例  
となった。  

2004年イギリス全土の血液センターにより34件の輸血伝播  

感染症（m）の疑い例が報告され、1例のみが輸血による  
E型肝炎であると確定された。   

CDRWeekly2006：  
16（4）HlV／STk  
Reports 

日本製薬 株式会社  
E型肝炎   

CDR Weekly 
2005；15（30）  
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2003年と2004年のアメリカ赤十字のウエストナイルウイル  
ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  
ン検査で540例のドナーがWNVRNAに陽性で、そのうち  
362例がIgM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。  

NEnglJMed2005；  
353：451－459  ウイルス  

ウエストナイル  

ウイルス  
月から、ウエストナ  NEngtJMed2005：  

353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  
について核酸増幅試験を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、677．603供血が同検査を受け、用3例が慣性  
で、検出率は0．027†iであった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．088供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

変異型クロイツ フェルトヤコブ  
カナダ血液サービスは．vCJDに関連したドナー規制（英仏  Canadian Blood  

Sen／iGe  
http：／／www．bloodse  

Ⅳices．ca／CentreAp  

PS／lnternet／UW＿V5  

02＿MainEngine．nsf／  

web／  

滞在累計）および刺青．ピアス．鍼または電気分解治療を  
行った人性的背景が不明なパートナーと性的接触を持っ  
た人針で受傷したことのある人でのドナー不適格期間の  
短縮を決定した。  

PrPscをPrPcで増幅するPMCA（proteinmisfoldingcyclic  
amplification）法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が6600借  
上昇、2回連続で繰り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染／＼ムスターの血液中PrPsc検出に成  
功した。血液中でPrP＄Cが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵製的方法の開発が見  
込まれる。   

フェルトヤコブ  
変異型クロイツ  病  

NatMed2005；11  
982－985  
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リスクを低減させる  
英国保健省Press  

Release2005／0404  
2005年11月17日  

http：／／www．dh．gov．  

uk／PublicationsAnd  
Statistjcs／PressRel  
eases／  

フェルトヤコブ 病  
ため、通知活動の次なる段階が開始される。輸血を受けた  
約50例が追跡調査され、潜在的なvCJD暴需を通知され  
る。これはvCJDキャリアからの血液を輸血され、VCJDを  
発症した患者が3例報告されたことによる予防措置であ  
る。  

英国における川∨およぴAIDSの四半期最新情報（2005年  

12月未までのデータ）。HlV診断総数は増加を紙lナており、  
2005年鹿は7．700例を越えると予想される。2004年から  
2005年の川∨診断数増加の大部分は男性と性交渉を持つ  

男性が占める。現在のところ2005年の新規のAIDS診断数  
は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の英  
国での累計は川∨診断勤76．850例、〟DS診断数21．898例  
となった。  

CDRWeekly2006：  
16（4）HIV／STIs  

Reports  

武田薬品  
工業株式  
会社  
ニプロ  

ファーマ  

株式会社   

ニプロ  

ファーマ  

株式会社  
財団法人  
化学及血  
清療法研  
究所  

日本脳炎ワクチン  
マウス脳  

ヘパリン  

ナトリウ  
ム   

コンドロイ  
チン硫酸  

ナトリウ  
抗破傷風  
人免疫グ  
ロブリン  

日本  

中国、アメリ  
カ、カナダ、  
オーストラリ  
ア  

米国  

米国  

乾燥日本脳炎ワクチン  

ん■J・j  ンナトリウム注射液  
ヘパリンナトリウム  

イチン硫酸ナトリウム・サリ  
テル酸ナトリウム  

ウエストナイル ウイルス  
沌l諸  2003年米国で、ウエストナイルウイルス（WNV）に感染した  

カラスの脳の飛散働を目に曝露したヒトが7日後に発症し、  
核酸増幅法でWNVRNAが検出された。14日目にはWNV  
に対するIgM抗体が検出された。初めての、結膜からの感  
染例と思われる。  

2005：11：1648－  EmergInfectDis  1649  

ウエストナイル  

ウイルス  
2005年9月、米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレ  
シピエント4例中3例に西ナイルウイルス（WNV）感染が確認  
された。ドナーから採取された血清および血兼サンプルの  
検査でWNV－IgM抗体、IgG抗体は陽性を示したが、WNV－  
RNAは陰性であった。   

CDC／MMWR2005；  
54（Dispatch）：卜3  

（2005年10月5日）  
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EmerglnfectDis  
2006：12：151－154  よりパルボウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これ  

らの血鞍はヨ一口ツ／くと北アメリカで集められたものであ  

る。その結果、137プール中7例がPARV4およぴPARV5に  
陽性であった。  

ドイツで初めてB／Gサブタイプ間組換え型ヒト免疫不全ウ  
イルス1型（HlV－りが同定された。このウイルスは、  
NuctiSense川∨－1QTassay（Organon  
Tecknika／bioMerieux）では検出不能であり、Monitorvl．5  

日本赤十 字社  人血清アルブミン  蕪…  人血清ア  
ルブミン  

人血痛  有効成分   JMedViro1200＄：  

78：311－317  

test（RocheMoIecularSystems）ではLCxHlVRNA  
Quantitativeassay（AbbottLaboratories）に比べ有意に低  
値を示した。プライマーとプローブ結合部位でのヌクレオチ  
ドの不整合が、定圭差の原因である。川∨一1の遺伝的多様  
性がアツセイにおける検出と定量に影響を与えることに注  
意すべきである。  

2006年1月5～6日に米国保健省血液安全安定供給諮問  インフルエンザ  
Report2006；12（2）：  AAB8Weekly  1－3  委員会で、インフルエンザの大流行とその血液供給に及  

ぼす影響について議論された。特に短期生存型血小板の  
供給が脅かされることが強調された。また血液供給者の潜  
在的ウイルス感染問題も含めて、安全な血液供給に関す  
る研究がさらに必要であるとされ、保健省が取り組むべき  
対応策を可決した。  

2005年2月、ベトナムのトリインフルエンザ感染者において  
オセルタミビルに耐性を示すH5Nl型ウイルスが発見され  

た。患者は予防圭から開始し、のち高用圭（治療量）投与  
され、回復した。高用量投与後はウイルスは分離されな  
かった。フェレットに感染させた実験で、オセルタミビル耐  
性ウイルスはザナミビルには感受性を示した。  

トリインフルエ ンザ  
Nature2005；437 ：1108  

／くルポウイルスに急性感染後のウイルス動態の再評価に  
より、症状が早期に消失したにもかかわらず、、本ウイル  
スは宿主から急速には除去されないことが示された。   

／くルポウィル ス  

2005：41：1201－  ClinInfectDis  1203  
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JVirot200¢；80：  

322－331  トヤコブ病  他について検討した。ハムスターSc237プリオンおよぴヒト  
散在性クロイツフェルトヤコブ病（sCJD）プリオンの酸性  

SDS暴霧による不活性化には、SDS濃度、暴露期間、温度  
が関係した。ヒトsCJDプリオンはハムスターSc237プリオン  
に比べ、不活性化に10万倍以上抵抗性を示した。ステンレ  
ス鋼線に付着したヒトsCJDプリオンは酸性SDSとオートク  

レーブの併用で除去された。この知見は手術器具や歯科  
用機器などのプリオン不活性化に適したシステムの基礎と  
なる。  

変異型クロイツ フェルト・ヤコブ  
スペイン保健省  Eurosun／e‖ance  

weekly release 
2005；10（8）  

可能性症例を発表した。患者は2004年11月頃兆候を示  
し、2005年7月に死亡している。患者は輸血歴、美園への  
渡航歴等の特異的リスク因子はなかった。確定のために英  
国の国立CJDサーベイランス部へ調査を依頼中である。  

6月齢の雌ヒツジ30長引こBSEウシの脳5gを経口投与し、  
VetRec2005：157： 206  月後に、同月齢のBSE脳非投与のヒツジ20頭と、一つの群  

れとして生活させ、自然交配させ、出産させた。投与群で  
は30頸のうち24頭が投与後655日から1056日の間に死亡  
した。2003年に生まれた2頭の子羊はBSEで死亡した。子  
羊の母親2頭は臨床症状を呈した。ヒツジにおいてBS∈  
が、子宮内や出産前後に伝播しうることが初めて確認され  
た。  

変異型クロイツ  

フェルトヤコブ  
病  

高手夢箇蒸す二i浅了主薮草前三冠〕ら盲航産廃森  
を介して伝播することのないように実施されていた規制を  
経和した。新たな基準は、「1980年1月1日～1996年12月  
31日に累計で英国にlケ月以上またはフランスに3ケ月以上  

滞在した人でなければ供血可能とする」に変更する予定で  
ある。ただし1980年以降に特定の西欧諸国で血液、赤血・  
球、血小板、血糞を輸血された人は不適格である。   

AABB Weekly 
Report  
2005：11（25）：3  
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変異型クロイツ  
フェルト・ヤコブ  
病  

PrPscをPrPcで増帽するPMCA（proteinnisfoldingcyclic  
amplification）法を自動化し、PrPscの増幅率を向上させ  
た。標準的な検出方法で140PMCAサイクルで感度が6600借  
上昇、2国連積で繰り返した場合、感度が1000万倍に上昇  
し、PrPscの8000分子相当が検出可能となった。この方法  
で、スクレイピー感染ハムスターの血液中PrPse検出に成  
功した。血液中でPrPscが生化学的に初めて検出され、プ  
リオン病を早期診断するための非侵袈的方法の開発が見  
込まれる。  

NatMed2005：11  
982－985  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

伝達性海綿状脳症（TSE）におけるPrPを含む凝集体のサノ  

ズと、感染性及び変換活性との関係を調べたところ、14－  
28PrP分子に相当する凝集塊を持つ非線稚拙子がTSEの  
最も有効なイニシエーターであることが示唆された。  

Nature2005；437  
257－261  

変異型クロイツ  
フェルトヤコブ  
病  

慢性消耗病（CWD）感染ミュールジカの脳組織を、リスザル  JViro12005；79：  

13794－13796  の脳内に接種したところ、リスザルは進行性神経変性疾患  
を発現した。リスザルの脳組織にはPrPresが検出され、海  
綿状変性が認められた。霊長矧こCWDが感染した初めて  
の報告である。  

イダノアのサッサリ地方で飼育されている818頭のヒツジに  
ついて調べたところ、そのうち261頭がプリオン病に対する  
感受性を与えるPrnp対立形質を有していた。7頸が明らか  
なスクレイピーであったが、脳、リンパ節、扁桃腺でPrPSc  
が検出された。スクレイピーのヒツジ全てと無作為に選ん  
だ健康なヒツジ100矧こついて乳腺を組織学的に調べたと  
ころ、乳腺炎とスクレイピーを併発していた4頭では乳腺に  
おいてPrPScが検出された。30km離れた別の群れのヒツ  

フェルト・ヤコブ  
変異型クロイツ  病  

NatMed2005：11  
1137－1138  

の所見を呈した。慢性的な炎症とスクレイピーの併発によ  
り、PrPScの沈着が予期せぬ組織に広がることが示され  ジ272頭についても同様の調査を行ったところ、1頭が同様   た。   
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ProMED20060112－ 00TO  死亡患者総数（BSEと関連があると思われるvCJDを含む）  

は153例で、内訳はvCJD確定例における死亡患者109例、  
vcJD可能性例における死亡患者（神鐘病理学的に未確  

定）43例、VCJD可能性例における死亡患者（神経病理学  
的確定実施中）1例であった。存命中のvCJD患者は6例  
で、VCJD確定例および可能性例総数は159例で前月から  
変化はなかった。  

ウイルス感染  
スウェーデンの研究ゲルづ○はこれまで知られていなかった小  
児の重症呼吸器感染の原因である可能性が高いウイルスを  
Humanbocavirusと命名した。小児病棟540名の小児の検  
体において17名の病因であった。小児において重篤呼吸  
器感染症の12－39％の原因が同定されていない。  

ProMed20050824－ 0080  

ウイルス感染  
2003年コンゴ共和周の医療機関において、サル痘のヒト  A汀IJT和PMedHyg  

2005：73：428－434  ヒト感染が発生した。ヒトにおけるサル痩の流行を確認した  
初めての報告である。確定、疑いを含め11名でサル痘が  
観察された。患者のすペてが18歳以下で、1名が死亡、1  
名に重度の後遺症が放められた。  

ウイルス感染  
米国で1987年から1  

2005：43：5428－  JClinMicrobio1  5434  ら採取し、凍積保存した末梢血単核細胞（P8MC）と2002年  
から2003年に健常者19例から採取した新鮮PBMCにおい  
てヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを調べた。患者8例と  
健常者3例がHPV型16ゲノムの2つのサブグループの大部  
分に腸性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出され  
たHPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPV  
のキャリアであり、血液を介してHPVを広めるおそれがあ  
ることが示唆された。   
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2004年3月から12月に、中国の4地区から408匹のコウモリ  

を集め、血液、糞、唾液を採取し、血清検体および集また  
は唾液由来cDNAを、各々独立に、異なった方法で、ニ玉  
音検により分析した。その結果、ある種のコウモリが重症  
急性呼吸器症候群くSARS）の病原体であるSARSコロナウ  
イルス（SARS－CQV）に非常に近いコロナウイルスの自然宿  
主であることが明らかになった。これらのウイルスはSARS  
様コロナウイルス（SJCoV）と名づけられ、ヒトやジャコウネ  
コから分離されたSARS－Cく）∨より遺伝的多様性が高い。  

Scienく；e2005こ310：  

676－679  

ガボンおよぴコンゴで2001年から2003年にかけて発生した  
ヒトと大型霊長類におけるエボラ流行時に採集された1030  
の小型脊椎動物において、エボラウイルスについて調べ  
た。エボラウイルスに特異的な抗体が3種類のコウモリの  
血清中で検出された。エボラウイルスのヌクレオチド配列  
が同じ種類のコウモリの肝臓と脾臓で検出されたが、腎  
臓、心臓、肺からは検出されなかった。また他の動物から  
は検出されなかった。驚くべきことに、抗体陽性の動物は  
すべてPCR陰性であり、PCR陽性の動物はすべて抗体陰  
性であった。これはPCR陽性の動物は感染から日が浅く、  
免疫反応が検出できる前に検査されたためと思われる。  

エボラ出血  Nature2005；438：  

575－576  

2005年9月、ベネズエラ、シンガポール、カリブ海マルチ  
ニーク島、マレーシアでデング熱が流行している。死亡者  
も多数でている。  

デング熟  

ProMed20050928－ 0040  

骨髄移植後の最初の再発時に敗血症と不可逆性ショック  
を発症し、死後解剖でデングウイルス4型感染が判明した  
急性リンパ性白血病（ALL）小児患者について報告する。  
1994年＝月にプエルトリコで兄弟からの骨髄移植を受け  

デング熱  Blood2005；106  
（11）：Abstract  

＃5331  

た6歳の少女は移植後5日目に全身紅斑、6日目に発熱を  
発症し、抗生物質の投与にかかわらず、不可逆的ショック  
を起こし、11日目に死亡した。死後解剖で血液、腹水、肝  
臓、脾臓からデングウイルス4型が検出され、PCRで確認  
された。ドナーの血液をさらに検査したところ、テングウイ  
ルス4型のIgM抗体が検出され、患者ウイルスの培養は、ド  
ナーの急性力価と一致した。テングウイルス感染は流行  
地域で輸血や骨餞移植を受けた患者の死亡原因となりう  
る。   
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NEnglJMed2005：  
353：460－467  イルウイルス（WNV）RNA検査のために16検体のミニプール  

について核酸増幅吉式験を開始した。2003年7月1日から10  
月31日に、677．603供血が同検査を受け、183例が慢性  
で、検出率は0．02乃であった。高発症地域からの供血で、  
ミニプールテスト陰性であった23．0掴供血を個別に検査し  
たところ、低レベルのWNV血症30例が検出された。そのう  
ち数例は抗体陰性で感染性があった。高発症地域での個  
別検査の必要性が裏付けられた。  

ウイルス  

2003年と2004年のアメリカ赤十字のウエストナイルウイル  
ウエストナイル  

ウイルス  
N∈nglJMed2005：  

353：451－459  ス（WNV）検査プログラムからのデータを分析した。ルーチ  
ン検査で540例のドナーがWNVRNAに陽性で、そのうち  
362例が】gM抗体陰性であり、感染するおそれがあった。核  
酸増幅検査の迅速な実施により、陽性ドナーの同定がさ  
れ、感染性のある成分を除去することができた。  

ウエストナイル  

ウイルス  

7月、米国農務省はウマのウェスけイルウイルスを予防す  ABC Newsletter  
2005年8月19日  るため、初めてDNAワクチンを認可した。DNAワクチンはウイルス  

の遺伝物質の小片を使用して対象の感染防御免疫を活  
性化させる。ヒトヘの応用が期待される。  

0  

性会社員が米国で流行中のウエストナイル熟と診断され  
たと発表した。国内初の感染例である。  

ウエストナイル  

ウイルス  
朝日新聞2005年1  
月3日  

2005年9月、米国で共通のドナーから臓器移植を受けたレ  
シピエント4名中3名にWNV感染が確認された。ドナーから  
採取された血清および血兼サンプルの検査でWNV－IgM抗  

体、IgG抗体は陽性を示したが、WNV－RNAは陰性であっ  
た。   

ウエストナイル  

ウイルス  
CDC／MMWR2005：  
54（Dispatch）：卜3  
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原材料名  生物由来   

ウエストナイル  

ウイルス  

2005年8月－9月  CDC  
http：／／www，Cdc．gov  

／nGidod／dvbid／west  

nile／qa／tran＄fusion．  

htm  

たレシピエントがウエストナイルウイルス感染した件に関連  
するQ＆A。臓器移植による感染は、ドナーの血液が核酸  
増幅試験陰性、】gM、IgG抗体陽性の場合にも起こる可能  
性がある。  

第47回日本臨床血  
液学会総会2005年  
9月17－19日 広瀬  
ら  

化学療法および造血細胞移植療法実施後に、重篤なB型  
B製肝炎  

肝炎を生じた症例を複数経験した。全例とも治療朋のHBs  
抗原は陰性であり、治療中の感染はなかった。HBs抗体  
およぴHBc抗体陽性の症例があったことから、免疫状態の  
変動に伴いHBVの再活性化が生じたと推測される。  

第47回日本臨床血  
液学会総会2005年  
9月17－19日 藤巻  
ら  

移植前HBsAg陰性、HBsAb陽性で、同種造血幹細胞移植  
B型肝炎  

をうけた患者6例のうち1例が、移植後15ケ月で劇症B型肝  
炎を発症した。このような患者ではHBウイルスをモニタノン  
グする必要があると考えられる。  

寮29回日本血液事  

実学会総会2005年  

10月12－14日  

JC伽Microbi01  

2005：43：4413－  

4417  

2004年に全国の医療機関から日赤へ報告された輸血後  
HBV感染疑い症例の現状とその傾向について解析した。  

B型肝炎  

C型肝炎  

RNAを定量したところ、18例中14例で、唾液検体では陰性  
であったが、GCFではHCV－RNAが認められた。また26例  
中20例で唾液中よりGCF中のHCV－RNA値が高かった。H  
CVの感染経路を考察する必要がある。  

2003年3月～4月にかけて、あるへ○ルクリニックで3回  
C型肝炎  

The43rdAnnuaJ  
MeetingoflDSA  
2005年10月6－9日  

受けた急性C型肝炎患者を調査した。感染リスク患者35例  
中4例が新たにHCVに感染していた。複数回使用したリド  
カインの／くイアルが汚染されていためと考えられた。   
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